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The actual condition of Budo as the physical education at junior high school 

−The teaching method of judo in Miyagi Prefecture−

Michiyasu Hakojima Koji Saito

Abstract

Budo became required by the physical education class of the junior high school from 2012. 

It was brought into question that we stared without safety measures of the judo being

taken. 

We studied the implementation situation of the Budo in the Junior High School of Miyagi. 

It is as follows when I summarize the result.

1) The enforcement contents of the Budo class were 74.1% of judo, kendo 27.3%, Japanese

halberd 1.4%, Sumo, Karatedo, Shorin ji kempo 0.7%. There are more classes of the kendo

than study of 2010. Spread of Federation of Miyagi Kendo activity influences this.

2) Polite, posture, engagement positioning, breakfall and ground techniques are guided at

all the schools. Throwing techniques is guided in the junior high school of 42.9%. There

is a feature of doing breakfall so as not to do the throwing techniques.

3) The guidance of “Polite” is used as a content of the safety guidance of the judo.
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１．はじめに（武道必修化の経緯）
武道の必修は、昭和６年、中等学校、師範

学校の男子に「剣道」「柔道」を履修させた
のがはじまりである。戦時下の昭和 19年に
は中等学校体錬科教授要目の体錬科武道の
教授方針に「武道精神ヲ練リ體節ヲ尚ビ廉
恥ヲ重ンズルノ氣風ヲ養フト共ニ攻撃精
紳、必勝ノ信念ヲ振起スベシ」（井上, 1970）
と記され、「武道は国防の一翼を担うもの」
としてナショナリズムの高揚や富国強兵政
策のための「戦技武道」の指導がなされてい
た。昭和 20年終戦をむかえ、連合国軍総司
令部により国防色の強い武道が禁止され
た。その後、文部省や競技連盟の働きかけに
より昭和 25年に中学校以上の学校体育と
して柔道が復活、続いて昭和 26年に弓道
が、昭和 27年にしない競技、昭和 28年には
剣道、昭和 34年になぎなた、と順次復活を
遂げていった。（本村, 2011）
平成 18年 12月約 60年ぶりに教育基本

法が改正されることとなる。第２条の教育
目標として「伝統と文化を尊重し、それらを
はぐくんできた我が国と郷土を愛するとと
もに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展
に寄与する態度を養うこと」と明記された。
（文部科学省, 1989）平成 20年１月の中央教
育審議会において、「幼稚園、小学校、中学
校、高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善について」が答申され、改善の
基本方針で、武道について「その学習を通じ
て我が国固有の伝統と文化に、より一層触
れることができるよう指導の在り方を改善
する。」としている。この中央教育審議会の
答申を受け文部科学省では、平成 20年３月
中学校学習指導要領の改訂をおこない中学
校第１学年および第２学年において武道が
必修化された。
平成 20年これまで第１学年で「武道」「ダ
ンス」は選択となっていたが、「小学校高学
年との接続を踏まえ、多くの領域の学習を

十分させた上で、その学習体験をもとに自
ら探究したい運動を選択できるようにする
ため、第１学年及び第２学年で、すべての領
域を履修させる」とし「武道」「ダンス」そ
して「体育理論」が必修化され、男女の別を
問わずこれで８領域すべて履修させること
となる。（文部科学省, 2008）
これにより、男女問わずすべての中学生

が第１学年および第２学年で 20時間から
26時間程度は武道を履修することになっ
たわけである。
以上の教育基本法の改正による、「伝統文
化の尊重」の強調と運動領域の体系化が武
道必修化となった主な理由である。

２．研究目的
○平成 24年４月武道の必修がはじまった。
そこで宮城県内中学校における武道授業の
実態を把握することを目的とした。また、斎
藤らによる平成 21年度調査との比較検討
をおこなった。（斎藤ほか, 2010）さらに、柔
道の安全対策が講じられないまま、必修化
がスタートしていったことが問題視されて
いるなか、実際の柔道の指導内容は、どのよ
うにおこなわれているのかを探った。
○武道（柔道）授業の実態調査および研修会
や事例研究による柔道の指導内容を検討し
た結果を踏まえて、中学校における武道（柔
道）授業の指導内容を提案した。

３．研究方法
○中学校へのアンケート調査（実態調査）
宮城県内全中学校（中等教育学校含む）、公
立 211校、私立８校に平成 25年１月から２
月にかけて郵送法によって質問紙調査を実
施した。回収は 143校で有効回収率は約
65.3％であった。調査結果は、県内全体およ
び仙台市内と仙台市以外の中学校に分類
し、単純集計をおこないその結果を考察し
た。また、平成 21年度の調査（斎藤ほか,
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2009）との比較検討をおこなった。
○中学校武道授業の見学および中学校教員
対象の研修会へ参加しての資料収集
平成 24年に開催された中学校武道授業（柔
道、少林寺拳法）を見学し、指導教員にイン
タビュー調査をおこなった。また、研修会へ
参加し、実践された指導内容の資料収集を
おこなった。
○文献による武道（柔道）授業の事例研究の
収集
・中学校学習指導要領の武道の変遷をま
とめる。
・柔道授業の指導内容、安全指導さらに
「伝統的な考え方」「伝統的な行動の仕
方」について、先行研究や文献からまと
める。

４．結果と考察
１）中学校へのアンケート調査結果
（１）武道授業実施内容について
①実施状況
平成 24年度の実施内容であるが、有効回

答 143校中、柔道 70.6％（101校）、剣道
22.4％（32校）、柔道と剣道の両方を実施
3.5％（５校）、その他 3.5％（５校）であった。
その他の種目は、剣道となぎなたの両方実
施２校、相撲・空手道・少林寺拳法が各１
校であった。平成 21年度の斎藤らの調査と
比較すると、剣道の実施が平成 21 年度
15.4％（斎藤ほか , 2010）、平成 23 年度
22.4％、平成 24年度 27.3％と増加している。
（柔道、剣道両方実施校を含む）
②実施内容の選択理由
実施内容の選択理由については、「以前か

らその内容を実施」74.1％が最も多く、次い
で「施設・用具が整っている」62.2％、「講
習会等に参加した」21.7％、「武道を専門と
した指導者がいるため」16.1％、地域におい
て盛んな内容であるため 8.4％、その他
10.5％であった。

②実施施設
実施施設については、武道場が 50％、次
いで体育館 42.7％、教室 2.7％、その他 4.7％
となっている。文部科学省では必修化が決
定して以来、地方交付税による措置などで
ハード面での整備を推進してきたが、いま
だ学校間での条件格差は否めない状況があ
る。註１）

③使用用具について
実施された種目の用具については、柔道

衣は、柔道選択 106校中 63.2％（67校）が
学校で備えている。各自で購入は 36.8％（39

校）となっている。剣道選択 39校で備えて
いる用具は、竹刀 74.4％（29校）、剣道具
53.8％（21校）、木刀 28.2％（11校）となっ
ている。また、「武道授業の問題点」では用
具に関して、柔道衣の洗濯や、他人が着用し
た柔道衣を使い回しすることへの抵抗感、
各自での購入は保護者負担の問題などが多
くあげられた。剣道選択校では、用具の不足
や経年劣化、管理、メンテナンスなどの問題
が発生している。このように、用具について
は大変苦慮されている現状がうかがえる。
（２）指導教員について
①保健体育科教員の段位保有状況
保健体育科教員の段位保有については、

有効回答 143校の保健体育科教員 349名
中、段位保有率は 38.4％であるが、段位保有
者の 134名の内初段が 70.1％（95名）を占
めている。二段以上は全体の 11.1％に留ま
り、専門とする保健体育科教員は多くない
現状である。
（３）柔道授業の指導内容
①指導内容について
指導内容についての結果であるが、「礼

法」100％（105校）、「姿勢・組み方」98.1％
（103校）、受け身 100％（105校）、投げ技
42.9％（45校）、固め技 99.0％（104校）、自
由練習 70.5％（74校）、試合 7.6％（８校）で
あった。投げ技を実施せず、組み方や受け身
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の指導がされている特徴がみられた。　　　　　　　　
②「伝統的な考え方」「伝統的な行動の仕方」
の指導について
最も多かった回答としては、礼儀作法全

般 40％（42校）で「礼法」「左座右起」「正
座の仕方」「座礼、立礼」などであり、指導
内容においても、「礼法」の実施は 100％の
学校で指導されていることからも、「伝統的
な行動の仕方」については「礼儀作法」また、
「礼に始まり、礼に終わる」などの考え方を
指導していることがわかる。次に多かった
のが、「相手を尊重する態度」10.5％（11校）
であった。
③安全対策・安全指導について
施設や用具面での安全対策については

「投げ技の際にマットを使用」33.3％（35校）
が最も多かった。次に、体育館や教室等で実
施している学校において「畳ずれ止め・滑
り止め使用」７校あった。これは、畳の隙間
に指などが挟まれることを防ぐ対策であ
る。安全指導について最も多かった回答は
「常時の声掛け・大声で注意」54.3％（57

校）、次に「位置決め・方向決め」31.4％（33

校）であった。特徴的なものとして「礼法の
重視」27.6％（29校）と回答が多かった。そ
の理由として「気を引き締める」や「気持ち
を落ち着かせる」「礼をして相手の事を思い
やることで怪我をさせない」などの回答が
あり、「礼」が安全指導として実践されてい
る。中には「投げ技なし」2校、「極力組ま
ない授業をする」という回答もあり、投げ技
をおこなわないことが安全指導と考えられ
ていることがわかった。
⑥柔道授業を実施しての問題点
施設面の問題として、「畳の準備に時間が

かかり、指導に時間を掛けられない」など、
体育館に畳を敷く場合には、畳を敷く作業
から授業をスタートさせる手間が掛かるこ
とがわかる。また、「畳の破損」「畳が古く非
常に硬い」「畳の枚数が少なく、全員が同時

に出来ない」など、畳に関する問題も多く出
された。全体の中で 23.6％（25校）の中学
校が施設面の不備を問題点としてあげてい
る。
用具面として、「柔道衣の洗濯が大変」「柔

道衣の調達は大変だった」（柔道衣を用意し
た学校）「個人負担か学校で用意すべきか、
（教育委員会等で）決めてほしい」
（柔道衣、個人負担の学校）など柔道衣につ
いては学校で準備と個人購入で問題点がわ
かれた。
指導上の問題点として、安全優先のため

内容制限や男女共習上の問題、女子の体力
不足と柔道への抵抗感、指導教員の知識不
足からくる指導上の不安などがあげられ
た。また、武道の必修化に伴い、マスコミ報
道や関係機関からの指導を受けて、その対
応に生じる問題がある。
２）中学校武道授業の見学および中学校教
員対象の講習会参加・資料収集

（１）中学校武道授業見学（少林寺拳法）
平成 24年 10月に宮城県内 T中学校の

武道授業を見学した。県内では少林寺拳法
を実施している唯一の学校である。以前は
柔道を実施していたが、平成 22年から少林
寺拳法を取り入れている。外部指導者が中
心となり指導をおこなっていた。外部指導
者との TT（ティーム・ティーチング）方式
での授業は各クラス週に１回で、後の２回
は体育科教員のみで実施していた。
（２）中学校武道授業見学（柔道）
平成 24年 11月に宮城県内 S中学校の柔

道授業を見学した。当日は S市の研究授業
日であり、指導主事らの参観し、指導が実施
されていた。研究主題は「言語活動を位置づ
けた授業づくりを通して」で、お互いが指
摘、批判し合う活発な言語環境がみられた
授業であった。
（３）武道（柔道）研修会参加
平成 24年６月に宮城県内 S市教育委員
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会が主催した中学校教員対象の中央伝達研
修会に参加し資料収集をおこなった。
３）文献による柔道授業の事例の収集
（１）中学校学習指導要領における武道（柔

道）の変遷
昭和 34年から平成 20年にかけての中学

校学習指導要領の変遷をまとめた。
（２）柔道授業の指導内容（安全指導と伝統

的な考え方・伝統的な行動の仕方に
ついて）

指導内容の中で特に安全指導と伝統的な
考え方・伝統的な行動の仕方について、『中
学校学習指導要領解説』『柔道指導の手引
（三訂版）』『全日本柔道連盟　柔道授業づく
り教本』および先行研究された文献から、実
態調査に関連させて考察をおこなった。
全日本柔道連盟の『柔道授業づくり教本』

では、「練習の主な目的は、相手を勢いをも
って倒すことであり、この目的のために投
げ技の技術を磨く」とされ、「この練習の過
程で投げられることに苦痛を感じたり、怪
我をしたりするとお互いにその目的が達成
できなくなる。」として柔道は「倒れ方、転
び方」からはじめるとしている。さらに、「受
け身をお互いにとる」ことが「謙虚な姿勢」
の習得につながるとしている。これは投げ
技あっての受け身であり、それが「謙虚な姿
勢」として心身の鍛練にもつながるとして
いる。（文部科学省, 2013）「相手が怪我をし
ないように」「相手が受け身をとれるよう
に」と考え技をかけることこが「相手を尊
重」することになり「伝統的な考え方」「伝
統的な行動の仕方」の指導に結びついてい
く。
今回の調査において、武道授業の「伝統的
な考え方」「伝統的な行動の仕方」について
は、多くの学校で「礼法」が扱われ、座礼、
立礼、道場への礼などの指導がされていた。
しかし、礼は武道をおこなう場面での特別
なものではなく、授業のはじまりにおこな

われる「起立、礼、着席」の礼と、武道のは
じまりにおこなわれる「正座、黙想、礼」な
どといった一連の動作の目的には何ら変わ
りはない。
中村によれば、「礼法」は明治末期から大
正期にかけて集団を統率する方法として作
られた作法であり、この一連の作法を「伝統
的な行動の仕方」と結びつけないほうがよ
いとしている。（中村, 2010）「礼法」に関し
てはその動作のみならず、相手に対する礼
と道場への礼、また自分自身に向けた礼な
どがあることを指導し、形式だけでなくそ
の意味を理解させるよう指導されなければ
ならない。「礼法」は「相手を尊重する態度・
考え方」と関連し、指導することにより、投
げ技の取りは引き手を上方に引き上げると
いう動作と結び付けて指導することができ
る。

５．結論
１）宮城県における武道（柔道）授業の実
態

（１）武道授業の実施状況
実施内容は、柔道 74.1％、剣道 22.4％、そ
の他として、なぎなた 2校、相撲、空手道、
少林寺拳法が各１校であった。これを全国
の実施状況（柔道 64.1％、剣道 37.6％）と比
較すると、柔道の実施が多かった。（毎日新
聞, 2012）また、斎藤らによる平成 21年度調
査結果から比較すると剣道が有意に増加し
ている。このことは平成 21年度から実施さ
れた、宮城県剣道連盟の普及活動の成果と
考える。
実施内容を決定する要因としては、武道

場設置の有無や柔道畳等の施設と用具の有
無が大きく影響している。施設・用具に関
しては、学校間格差がみられ、特に武道場が
設置されていない学校では柔道畳の準備で
時間が割かれて、それが指導内容にも影響
している。指導教員の段位保有状況は、保健
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体育科教員全体の内、初段が 27.2％で二段
以上は 11.1％であった。段位保有状況を考
慮し、現状にみあった講習内容の提案が望
まれる。
（２）柔道の指導内容と問題点
柔道の指導内容として、礼法、姿勢・組み
方などの基本動作と受け身、固め技はほぼ
全ての学校で実施されていたが、投げ技は
42.9％に留まった。投げ技を実施しないこ
とは、習得した受け身を使う場もなく、体系
的に学習がおこなわれているとはいえない
であろう。安全対策としては、投げ技や受け
身の際にマットの使用をしている学校が多
い。また、伝統的な考え方・行動の仕方の指
導である「礼法」は安全の確保にも繋がって
いる。実施上の問題点としては、施設・用具
の不備、指導上の問題があげられた。武道場
の有無は授業内容や安全面にも影響し、柔
道衣の準備に関しての負担や、衛生上の問
題があり、学校間での格差がみられた。武道
授業に関わる用具については地方交付税か
ら予算が措置されているが、施設も含めた
環境条件の整備は喫緊の課題といえる。指
導内容については女子生徒への指導法、安
全と指導内容の問題があげられ、特に投げ
技の指導内容について制限がされていた。

２）宮城県の武道（柔道）授業への提案
先行研究からは、柔道の本質は投げ技に

あることがうかがえる。しかし、その指導に
ついてわからないという不安をもつ指導者
も多くみられ、柔道がもつ本質的な価値を
伝えられていない現状がみられた。そこで、
本研究のまとめとして安全な投げ技を中心
とした柔道授業について提案する。
（１）柔道授業の単元計画案と指導案
「安全な投げ技と受け身の指導」に重点を
置き、中学校第１学年および第２学年の柔
道授業の単元計画案と第１学年の指導案
（10時間）「効果的で安全な柔道授業案」を

作成した。作成にあたっては、以下の事項を
前提とした。

単元計画と指導案は、第１学年が礼法と
安全に投げ技の約束練習ができるまで、第
２学年は固め技と投げ技の自由練習ができ
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・だれにでもできる内容にする
体力的要素を考慮する。女子生徒でも
できる内容を指導する。
・投げ技は必ず実施する
柔道をおこなうために受け身を習得す
るのであって、受け身だけの内容は柔
道ではない。投げ技と受け身は同時に
指導する。
・受け身が取りやすい技とし、技の上達
を目的としない
相手が受け身を取れるように安全に投
げる。それが、「相手を尊重する態度と
考え方」の指導につながる。
・基本動作、受け身、投げ技など関連性を
考慮する
柔道の構造を理解するためには、個々
の技術を関連付けるがことが重要であ
るが、限られた時間で効率よく指導す
る必要がある。学習指導要領解説の例
示に基づき、特に以下の技術について
体系的に指導する。
（基本動作）組み方・姿勢、崩し、進退
動作
（受け身）後ろ受け身、横受け身、前回
り受け身
（投げ技）出足払い、小外刈り、支え釣
り込み足,体落とし、大腰
（固め技）袈裟固め、横四方固め、上四
方固め
（相手を尊重する態度）礼法、引き手を
上方に引く
・器械運動を柔道の前の単元で実施する
受け身の導入として、マット運動の回
転する運動で感覚を養う。



るまでを習得目標とした。
手引書をはじめ多くの指導書では、基本

動作である姿勢と組み方、進退動作、崩し、
受け身、投げ技の基本となる技、固め技とそ
れぞれの解説はされているが、それらを関
連付けた指導の手順については記されてい
ない。その点も考慮し、効果的な指導手順を
構成した。
以下は受け身から自由練習に至るまでの

一連の指導内容である。第１から第５段階
までが第１学年、第６から第８段階までを
第２学年で指導する。
●第１段階（投げ技を安全におこなうため
の受け身の練習）
後ろ受け身で頭部を守る重要性と畳を

たたく感覚を、横受け身で実際に投げら
れた時の片手受け身を、前回り（前転）受
け身で上半身から下半身にかけて滑らか
に畳に着地する感覚をそれぞれ身につけ
る。
●第２段階（２人１組で受け身の練習）

お互いに礼をして、２人１組で押した
り、横に倒したりしながら受け身をとる。
相手の力が加わることによって投げられ
るという感覚を少しずつ身につける。
●第３段階（組み姿勢から、崩しを使っての
受け身の練習）
組み方を指導し、前後左右へ崩して受

け身をとる。膝つきからはじめ、蹲踞姿
勢、中腰、立ち姿勢と序々に姿勢を上げて
いく。同時に、引き手を上方引く動作の重
要性も認識させ取りと受けの関係を指導
する。
●第４段階（足技で投げる練習）

お互いに右自然体で組み、取りは左足
裏で相手の右くるぶしを真横に払い（出
足払い）引き手は上方に引く。受けは左横
受け身をとる。
●第５段階（投げ技の導入）

特に危険とされる投げ技について学習

指導要領解説の例示を参考に５つの技
（出足払い、小外刈り、支えつり込み足ま
たは膝車、体落とし、大腰）を選択し指導
をおこなう。
●第６段階（進退動作と崩しを使って投げ
技の練習）
お互い組み合ってすり足、継ぎ足で動

く進退動作を練習する。その進退動作か
ら、取りと受けが動きを合わせて投げ技
を練習する。技の習得状況に応じて、技を
選択して指導する。よりいっそう安全に
留意する。
●第７段階（固め技の練習）
袈裟固め、横四方固め、上四方固めを指
導し、自由練習をおこなう。
●第８段階（段階的に自由練習をおこなう）

すり足、継ぎ足で自由に動きながら技
を掛けあう。生徒の技能レベルに応じて
約束事（掛ける技を指定する、一本ずつ交
互に掛ける、技を掛けられたら必ず受け
身を取る）などを決めて練習する。

（２）投げ技指導についての提案
単元計画と指導案の作成にあたり、特に

危険とされた投げ技の指導は、上記の第４
段階以降から提案する。　　　　　
柔道は、礼法にはじまり、相手の動きに応

じた基本動作から、技の攻防を展開するこ
とである。投げ技を学ばなければ、受け身を
学ぶ意味もなく、「受け身をお互いにとる」
という謙虚な姿勢にもつながらない。（全日
本柔道連盟, 2010）また、投げ技をおこなわ
ないことは柔道の本質を学んだことにはな
らないであろう。
しかし、柔道は相手の動きに応じて、自分
が反応し投げられた際には即座に適切な身
のこなしと受け身を取らなくてはならず、
年間 10時間程度では、習得するのは困難で
ある。このことを踏まえ、学習指導要領解説
の例示を参考に５つの投げ技を指導するこ
ととする。以下は技の選択理由および留意
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点である。
・出足払い、小外刈り、支え釣り込み足また
は膝車（足技）
本来、上記の足技は右足で掛ける技であ
るが（右組の場合）左足でおこなうことに
より、すべての受け身を左横受け身で統
一できる。また、動作が容易（左足の１つ
の動作）で力も弱く（利き足ではないた
め）、さらに低い位置（臀部）から畳につ
くため、他の技に比べて安全である。生徒
を投げられることに慣れさせ、不安を解
消させることができる。
・体落とし（手技）
手技のため投げの位置は高くなるので、
両足を開いた状態で掛けさせ、受けをコ
ントロールし、力の加減ができるように
指導する。
・大腰（腰技）
受けが宙を舞う技のため、腰を抱えなが
ら受け身の衝撃を加減できるように指導
する。

表　投げ技と受け身

表は５つの投げ技の指導順序と受け身の
関係を表したものである。受けはすべて、左
横受け身を取る。これで投げられた際の受
け身の習得が容易になる。さらに、１から５
の順序で投げ技を指導することで、動きが
容易な技から難しい技へ、技の力の弱い足
技から手技、腰技に移るにつれて強い技へ、
そして受け身は一方の足が畳について臀部
から畳につく低い位置からの受け身から、

徐々に高く宙に浮く技の受け身へと移るこ
とになり段階的な指導となる。
また、引き手を上方に引く動作などは「相
手に怪我をさせない」「相手に頭を打たせな
いようにする」こととなり、「相手を尊重」す
ることと関連させ指導することができる。

６．終わりに
グローバル化がすすむ時代において、「生
きる力」の育成の教育理念のもとに、日本伝
統文化の教育が求められ、武道が必修化さ
れたが、実施施設と用具の不備、そして教員
の専門知識、指導力不足など、十分な条件の
確保がなされないままにスタートした。特
に柔道においては、部活動や授業中などの
学校管理下における死亡事故や、重篤な事
故の発生件数の多さが生徒や保護者を不安
視させた。その結果、安全を優先するがあま
り、多くの学校で投げ技がおこなわれない
柔道授業の実態がみられた。
そもそも柔道のもつ本質やその面白さは

投げることにある。その投げることによっ
て、相手を尊重し思いやる気持ちが生じて
くるのである。それは投げる技術として「引
き手を引く」動作などがあり、技術の中に安
全が盛り込まれているのである。つまり、組
み合った２人の思いやりが安全につなが
り、その考えこそが伝統的な日本人のもの
の考え方である。相手を思いやることを生
徒に伝えることが伝統文化を学ぶ柔道の役
割でもある。
その意味で今後、体育の中で唯一伝統文

化を伝える武道（柔道）においては、指導す
る教員のさらなる研修内容の充実が求めら
れていくことであろう。
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投げ技 分類 受けの動作
１ 出足払い（左足） 足技 左手で横受け身
２ 小外刈り（左足） 足技 左手で横受け身
３ 支えつり込み足 足技 左手で横受け身
または膝車（左足）

４ 体落とし 手技 左手で横受け身
５ 大腰 腰技 左手で横受け身



註
註１）
○安全・安心な学校づくり交付金（公立中
学校武道場整備分）
○私立学校体育等諸施設整備費補助
○新学習指導要領の円滑な実施のための教
材整備緊急 3ヵ年計画

[文部科学省, 文部科学省ホームページ]より
抜粋

引用・参考文献
1) 井上一男『学校体育制度史　増補版』大修
館書店，392頁，1970年．

2) 本村清人「学校における武道の歴史的変
遷と展望」月刊武道通巻 365号日本武道
館，54‑61頁，1997年．

3) 文部省『中学校学習指導要領保健体育解
説』東山書房，1989年．

4) 斎藤浩二「『スポーツと武道』格技から武
道への名称変更に関わるその背景につい
て」仙台大学紀要第 21集，33‑43頁，1989

年．
5) 文部科学省 パンフレット「新しい教育基
本法について」2006年．

6) 7) 23) 26) 31) 文部科学省『中学校学習指
導要領解説保健体育編』東山書房，2008

年．　
8) 12) 17) 文部科学省参照先：文部科学省ホ
ームページ www.mext.go.jp/b̲menu/

shingi/chukyo/chukyo3/.../003.ht（日付け
不明）参照日 2013年 10月４日．

9) 10) 11) 斎藤浩二「中学校武道必修化に向
けて」月刊武道通巻 524号，日本武道館，
150‑151頁，2010年．

13) 文部省『中学校学習指導要領保健体育解
説』 東山書房， 1989年．

14) ７) に同じ３頁．
15) 25) 野瀬清喜・田中一朗・野瀬英豪「武
道必修化に伴う柔道指導法のあり方につ
いて」埼玉大学紀要，17‑34頁 2009年．

16) 30) 中村民雄「我が国固有の伝統と文化
をどう伝えるか」武道学研究，第 42巻第
3号，1‑9頁，2010年．

18) 文部省『中学校学習指導要領』大蔵省印
刷局，1958年．

19) 文部省『中学校指導書保健体育編』大蔵
省印刷局，1970年． 

20) 文部省『中学校指導書保健体育編』大蔵
省印刷局，1978年．

21) 文部省『中学校学習指導要領保健体育解
説』東山書房，1989年．

22) 文部省『中学校指導書保健体育編』大蔵
省印刷局，1998年．

24) 本村清人『最新体育授業ｼﾘｰｽﾞ新しい柔
道の授業づくり』大修館書店，2003年．

27) 有山篤利・藪根敏和・藤野貴之・中嶋
啓之 「発見型柔道学習モデルにおける受
け身の指導展開」聖泉大学スポーツ文化
研究紀要第３巻第１号，2010年． 

28) 文部科学省『学校体育実技指導資料第２
集柔道指導の手引（三訂版）』文部科学省，
2013年． 

29) 32) 全日本柔道連盟『柔道授業づくり教
本』全日本柔道連盟，2010年．

30) 毎日新聞 2012年 3月 17日．

中学校における武道授業の実態に関する研究

159




